






要約:静岡県東部の学童327名を対象とし,昭和55年と61年に身体計測,血清脂質測定を行

ない 6年間の推移について検討を加えた。1)身重,体重は 6年前の値との間に有意左相関関

係(r=0.70～0.81)を認めた。2)TC,HDLC は,6 年前に高い者は今回も高いという,いわゆる

“racking”の傾向を認めた。3)家族歴において,動脈硬化危険因子を保有する者は TC,動

脈硬化指数(AI)の“tracking”現象が非保有者よりも強い傾向が認められた。 


